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Ҩ఻ࢠ発現੍ޚ研究室
https://bsw�.naist.jp/bessho/
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研究内容
　ଟࡉ๔ੜ෺ͷൃੜͷൃੜաఔɺ͢ͳΘͪडਫ਼ཛ͔
Βମ͕Ͱ͖Δ·ͰͷϓϩηεͰ͸ɺࡉ๔෼྾ɺࡉ๔
Ҡಈ΍ࡉ๔෼ԽͳͲͷ͞·͟·ͳݱ৅͕順ং正͘͠
͓ͬ͜ ͍ͯ· ɻ͢ੜ໋ͷઃܭਤͰ͋ΔʠήϊϜʡ͸ͦΕ
ͧΕͷࡉ๔ͷ中ʹ͋ΓɺͦΕͧΕͷࡉ๔͸ήϊϜ৘ใ
ʹ͕ͨͬͯ͠ ;Δ·͍ɺ全ମͱͯͦ͠ΕͧΕͷࡉ๔͕
·੔ͷͱΕ͔ͨΒͩΛͭ͘Γͩ͠ۉௐͯ͠ڠ ɻͦ͢͠

ɺͯͦͷ͘͠Έ͸ɺੜ෺ֶʹ͞࢒Εͨ大͖ͳಾͰ ɻ͢
๔ͷूஂత;Δࡉ͸ɺੜ෺ϦζϜɺࣨڀݚͷͪͨࢲ
·͍ɺ׭ثαΠζͷ੍ޚͳͲΛ੾Γ口ͱ͠ ɺͯҨ఻子
૊Έ合Θͬͯ͞ʹົ޼͕༺作ޓ๔૬ࡉɺ෼子γάφϧɺݱൃ ૊織Խ͕ੜ͡ΔϝΧχζϜʹνϟϨϯδͯ͠ݾࣗ ͍· ɻ͢
　ଟࡉ๔ੜ෺ͷൃੜաఔͷϞσϧͱ͠ ɺͯϚ΢εᡢɺθϒϥϑΟογϡᡢͳͲΛ༻͍͍ͯ· ɻ͢͜ΕΒ͸ɺϞσϧੜ෺ͱͯ͠ͷ͞·͟·
ͳ利఺Λͯͬ࣋ ͓ΓɺώτΛؚΉ͖͍ͤͭಈ෺ͷΑ͍ϞσϧͰ͋Δͱ͍ΘΕ͍ͯ· ɻ͢ಛʹൃੜ͕͸΍͘ɺ͔Β͕ͩಁ明Ͱ͋Δθϒϥ
ϑΟογϡᡢΛ͔ͭͬͯ ϥΠϒΠϝʔδϯάΛ行͍ɺࡉ๔ͷҨ఻子ൃݱ΍γάφϧੑ׆ঢ়ଶͱࡉ๔ͷ;Δ·͍Λಉ࡯؍ʹ࣌ɺܭଌ͠· ɻ͢
ͦΕΒͷۭؒ࣌తͳ৘ใΛղੳ͠ɺμΠφϛοΫͳੜ໋ݱ৅͕Ҩ఻子ൃݱ΍෼子γάφϧʹΑͬͯ ͲͷΑ͏ʹ੍͞ޚΕ͍ͯΔ͔Λཧղ
͠ɺͦͷ中৺ʹ͋ΔϩδοΫΛ明Β͔ʹ͠· ɻ͢
　औΓ૊ΜͰ͍Δൃੜݱ৅͸ଟذʹΘͨΓ· ɻ͖͍ͤͭ͢ಈ෺ͷ Γ͔͑͘͠ߏ଄ͷ΋ͱʹͳΔମઅܗ੒Ͱ͸ɺ෼અԽ͕ੜ෺ϦζϜʹΑͬ
·Ͱ͓͜ΓظΕɺ順ʑʹ一ఆप͞ޚ੍ͯ ɻ͢水ྲྀ΍水ѹΛײ知͢Δث֮ײͰ͋Δڕͷଆઢ׭ث͸ɺूஂҠಈ͢Δࡉ๔͔Βɺ一܈ͷࡉ
๔͕ܾ·ͬͨ場所ʹܾ·ͬͨλΠϛϯάͰ෼཭͢Δ͜ͱʹΑͬͯ ·੒͞Εܗ ɻ͢දൽͷ૑ই治༊Ͱ͸ɺইΛड͚ͨࡉ๔ͷपΓͷࡉ๔͕
·ௐͯ͠ইΛम෮͠ڠ ɻ͢͜͏ͨ͠ݱ৅ʹ͍ͭͯ͞·͟·ͳ෼子ϓϩʔϒΛ༻͍ͯ෼子γάφϧΛՄࢹԽ͠ɺ·ͨಘΒΕͨఆྔσʔλʹ
·௅ઓ͠ʹٞࢥஙΛ͓͜ͳ͏͜ͱʹΑΓɺੜ໋ͷෆߏ਺ཧϞσϧͷ͍ͯͮج ɻ͢

研究設備
。などث分子生物学関連機、ڸඍݦ実体、ڸඍݦޫܬ　

研究業੷
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ੜ໋のෆٞࢥに௅ઓする。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　生໋のෆࢥ議へのڵ味とそれを解き໌かそうとする意ཉを持っていること。生物学にݶらず、これまでに習得してきた数学、情報科学、
化学など、さまざまな知識・能力を活用することができます。

研究室の指導方針
　生໋のෆࢥ議に、さまざまなख法を࢖って૯力戦で௅みます。ಛに、発生生物学など、μイφミックな生໋ݱ৅にண目し、分子動態
やシάφϧ活性をՄ視化することで生໋ݱ৅の動ݪ࡞理を໌らかにします。それͧれのメンόーが得意とする能力を生かしつつ、知識・
技法を研究室全体で共有して、す΂てのメンόーがともに成௕できることを目ࢦします。また、ଞの研究室とੵۃ的に共同研究を行います。
　この研究で身につく能力
　基本的な分子生物学、ࡉ๔生物学の知識と技法が身につきます。また、生物学のさまざまなख法を知ることができます。それらを通
して、生໋ݱ৅の動ݪ࡞理に૯合的にΞプローチするロジックを身にணけることができます。このことは生໋のෆࢥ議を解き໌かすた
めだけでなく、あらΏる問題に対して応用することがՄ能です。将来、解決す΂きさまざまな問題に取り組むときに、きっと໾立ちます。

修了生の活躍の場
　৯品企業、製ༀ企業、ञ造企業など。

（写真左から）
教授：別所　߁全 Zbessho@bs.naist.jp 
准教授：দҪ　ًو matsVi@bs.naist.jp
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